
 

（様式３の２）〔年間指導計画〕「人間と社会」用                        

東京都立 府中工科高等学校 全日制 課程 工業 科 

６ 年間指導計画

(1) 授業の１単位時間：（ ５０ ）分間 

(2) 年間指導計画：１学年 

月 指 導 項 目 指 導 内 容 評 価 計 画 配当時間 

4 月 

 

 

 

6 月 

 

 

7 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 

 

 

 

 

2 月 

 

 

3 月 

【演習】「序章 人間と社

会～学習の視点～」 

●学ぶことの意義 

 ※全体ガイダンス 

 

●支え合う社会 

  

 

●地域社会を築く 

  

 

●マナーと社会の 

ルールについて  

考える 

 

●お金の意義につい

て考える 

 

●主権者としての自覚 

 

●スマートフォンの時代

のコミュニケーション 
 

 

●人生とワーク・ラ

イフ・バランス 

 

●事後学習・まとめ 

●学びで大切な事。他 

 

 

 

●社会に貢献する活動（災害支援）

を考える。（体験活動事前指導） 

 

●体験活動の意義・心構えについて

考える。（体験活動事前指導） 

 

●ルールやマナーの意義について考

え 

る。 

 

 

●社会に出て気を付けたいお金のこ

とを理解する。 

 

●主権者としての自覚を考える。 

 

●スマートフォンの時代のコミュニケーション

の注意点と有効活用できる点を理解する。他 
 

●ワーク・ライフ・バランスを実現

するために。 

 

活動記録の整理・自己評価のまとめ 

活動報告書の作成・活動成果の発表 

 

 

 

 

 

 

それぞれの演習に

ついてアクティブ

ラ ー ニ ン グ を 行

う。 

 

【課題意識】 

【主体的な取組】 

【意識行動変容】 

【貢献】 

 

・基礎的な知識・

理解・活動の意

義についてワー

クシートにまと

めて提出 

 

・活動を自己評価

し、学習成果の

達成状況につい

て報告書を提出 

 

・活動成果の発表 

 

        

等 

  １ 

 

   

 

  ２ 

 

   

  １ 

 

 

 ２ 

 

 

      

  ２ 

 

 

  ２ 

 

  ２ 

 

 

  ２ 

 

 

  ２ 

演 習 配 当 時 間 １６ 

 

6 月 

 

 

 

 

7 月 

【体験活動】 

●支え合う社会 

 

 

 

 

●地域社会を築く 

 

 

 

 

 

●地域と連携した防災活動 

府中消防署、消防団、関ノ原自治会、

ファミリート府中（老人介護施設）等と

連携し、防災体験活動を運営し、発災の

際の地域連携の在り方について学ぶ。 

●近隣地域の清掃活動 

●地区青少年対策委員会の行事参加 

地域のスポーツフェスティバルでオリ

ジナル飛行機作成の指導をする。 

●社会福祉協議会の奉仕活動参加 

障害者支援ボランティア等を実施す

る。 

 

体験活動を通して

得られた成果、課

題解 

決への取り組みを

自己評価し、受け

入れ先の評価とと

もに評価表に記入

して提出 

 

【課題意識】 

【主体的な取組】 

【意識行動変容】 

【貢献】 

 

演習との関連を意

識 

 

 

  ２ 

   

   

 

 

  ４ 

  ２ 

  ２  

体 験 配 当 時 間  １０ 



 

 

年間指導計画：２学年 

 

 

月 指 導 項 目 指 導 内 容 評 価 計 画 配当時間 

 

 

10月 

 

 

 

11月 

 

 

 

12月 

 

 

 

【演習】 

 

●働くことの意義 

  

 

 

 

 

 

 

●事後学習・まとめ 

 

 

●興味ある職業の知識を得るととも

に、職業への関心を深める。 

（体験活動事前指

導） 

 

●奉仕・キャリア教育に関する基礎

知識を理解する。 

 

 

活動記録の整理・自己評価のまとめ 

活動報告書の作成・活動成果の発表 

 

 

それぞれの演習に

ついてアクティブ

ラ ー ニン グを 行

う。 

 

【課題意識】 

【主体的な取組】 

【意識行動変容】 

【貢献】 

 

・基礎的な知識・

理解・活動の意

義についてワー

クシートにまと

めて提出 

 

・活動を自己評価

し、学習成果の

達成状況につい

て報告書を提出 

 

・活動成果の発表 

 

        

等 

 

 

 

  １ 

 

 

  

 ２ 

 

 

 

 

  ２ 

 

 

 

 

演 習 配 当 時 間     ５ 

 

10月 

 

11月 

【体験活動】 

●働くことの意義 

 

 

 

 

 

 

 

 

●職業人インタビュー 

生徒が職業人を一人選択し、インタ

ビューをすることで職業選択からプロ

フェッショナルになるまでをまとめ、

クラスで共有する。 

 

●インターンシップ 

就業体験時間を１日５時間とする。 

 

 

 

 

 

 

体験活動を通して

得られた成果、課

題解決への取り組

みを自己評価し、

受け入れ先の評価

とともに評価表に

記入して提出 

 

【課題意識】 

【主体的な取組】 

【意識行動変容】 

【貢献】 

 

演習との関連を意

識 

訪問先の研究 

 

 

 

  ２ 

 

 

 １５ 

 

 

 

 

 

   

    

体 験 配 当 時 間  １７ 

 

２ 年 間 配 当 時 数 

 

演習：２１時間 

体験：１５～２７時間 

 


